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里村幹夫先生をおくる

理学部地球科学科教授・里村幹夫先生は，平成25年3月をもって定年を迎えられました．里村先生は，昭
和23年2月10日に大阪府でお生まれになり，昭和45年3月京都大学理学部を卒業，同47年3月に京都大学大
学院理学研究科修士課程を修了，同51年3月に同大学院理学系研究科博士課程を中退し，同60年7月京都大
学より理学博士を授与されました．これに先立ち，昭和54年4月静岡大学教養部に助教授として赴任され，
平成6年4月に教授に昇任され，また平成7年10月には教養部改組に伴って理学部に転任されました．この
度の定年退職を迎えられるまで地震学・測地学・地震防災の研究・教育に努められました．

里村先生は幼少のころから，地元から見える京都大学の天文台にあこがれて天文学に強い興味をお持ちで
した．しかし先生の高校時代から5年間にもわたって頻発した松代群発地震によって，自らの手で地震の謎
に挑戦してみたい，とお考えになったのをきっかけに，京都大学で地球物理学を専攻するに至ったと聞き及
んでおります．

里村先生の大学人としてのキャリアの半分は静岡大学の教養部で過ごされたことになりますが，この時代
に里村先生の幅広いご研究の側面が醸成されたように思われます．この時代の先生は，重力調査による地殻
内部構造の検出や，東海・近畿地方のプレート運動に伴う重力変化の検出など，重力の精密測定を精力的に
進めていらっしゃいました．またその傍ら地学研究会の顧問を務められ，学生たちを相手に地球物理学や天
文学を中心とした学問を広く勉強されていったのです．この里村先生が育てられた地学研究会は本学の学部
の垣根を越えて，多くの地学愛好者を輩出し，現在も本学で最も活発なサークルの一つとなっております．
里村先生は理学部に転任される頃には，まだ現在のように普及していなかったGPSを使った測地学を開始さ
れ，またその後にはGPSを使った気象学にも着手されます．そしてここ数年ほどは地震防災にも目を向けら
れ，その積極的な活動はマスコミにも何度も取り上げられました．里村先生がこのような大きなテーマを渡
り歩かれたその背景には，おそらく教養部時代のおおらかさ，自由闊達さがバックボーンになっていると思
われます．

同僚の一人は里村先生の次のような言葉を聞いております，「僕は一つの事に集中し尽くしてしまいたくは
ない，世の中にあるいろんな面白い事をとにかく知りたい」と．そしてまた，GPS等から得られた夥しいデー
タをにらみ，多くのノイズの中から微小ながら有益な信号をとらえることについて，類い希な能力をお持ち
だったそうです．おそらく学生教育にもこの里村先生の能力はいかんなく発揮されたのではないでしょうか．
里村研究室は毎年学科内で常に1，2を争う人気研究室でした．そこでは個々の学生がもつ幅広い特質を把握
され，また学生のもつ潜在的な能力を見逃すことなく丹念に拾い上げられて来られたこととお察しします．

常に柔和で周囲を暖かくする里村幹夫先生は，時にピリピリとした雰囲気になることもありがちな大学に
あってはとても貴重な存在でした．里村先生のこのたびのご退職はまことに残念でありますが，今後のます
ますのご活躍とご健康を祈願して，おくる言葉とさせていただきます．

2013年3月

理学部地球科学科
学科長　塚越　哲
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里村幹夫先生の略歴

学　歴
昭和45年３月	 京都大学理学部地球物理学科卒業

45年４月	 京都大学大学院理学研究科修士課程地球物理学専攻入学
47年３月	 京都大学大学院理学研究科修士課程地球物理学専攻修了
47年４月	 京都大学大学院理学研究科博士課程地球物理学専攻入学
50年３月	 京都大学大学院理学研究科博士課程地球物理学専攻単位修得
51年３月	 京都大学大学院理学研究科博士課程地球物理学専攻退学

職　歴
昭和51年４月	 日本学術振興会奨励研究員

52年４月	 京都大学理学部研修員
54年４月	 静岡大学教養部助教授

平成６年４月	 静岡大学教養部教授
７年10月	 静岡大学理学部教授
20年７月	 静岡大学防災総合センター長併任（平成22年３月まで）
25年３月	 定年退職

学　位
理学博士（京都大学）　昭和60年７月23日
論文名　Precise	relative	measurements	of	gravity	in	Kinki	District,	Japan

表　彰
昭和47年12月	 第10回松永研究助成金受賞（㈶松永記念科学振興財団）

「地殻変動に関連する重力変化の研究」

学内における活動
平成７年４月	 防災委員会地震対策部会委員長（平成12年３月まで）

11年４月	 部内学生委員長（平成12年３月まで）
13年４月	 地震防災対策ワーキング委員長（平成14年４月まで）
16年４月	 部内経理委員長（平成17年３月まで）
17年４月	 防災・ボランティアセンター長（平成20年７月まで）
20年１月	 理学部地球科学科長（平成20年３月まで）
20年４月	 部内入試委員長（平成21年３月まで）



［ ］17

非常勤講師
昭和62年４月	 静岡県立大学非常勤講師（地学，平成７年３月まで）
平成３年６月	 高知大学理学部非常勤講師（物理学科，地球物理学特論Ⅱ，平成３年10月まで）

13年４月	 富山大学理学部非常勤講師（地球科学科，宇宙測地学，平成13年９月まで）
21年４月	 放送大学非常勤講師（静岡学習センター面接授業担当，地震の科学，平成24年９月まで）

所属学会
昭和45年５月	 日本測地学会（現在に至る）

46年４月	 地震学会（平成５年４月に日本地震学会に会名変更，現在に至る）
49年11月	 日本火山学会（現在に至る）
54年４月	 静岡県地学会（現在に至る）

平成２年７月	 米国地球物理学連合（American	Geophysical	Union）会員（現在に至る）

学会・社会における活動
昭和60年６月	 静岡県地学会運営委員（平成元年６月まで）

62年４月	 日本測地学会委員（昭和63年５月に日本測地学会評議員に役職名変更，～平成８年３月，平
成９年４月～11年３月，平成12年４月～14年３月，平成15年４月～17年３月，平成18年４月
～20年３月，平成21年４月～23年３月，平成24年４月～26年５月）

平成元年９月	 科学技術庁国立防災科学技術センター客員研究官（平成２年３月まで）
２年８月	 「レーザー測距儀評価検討」委員会委員（㈶地震予知総合研究振興会，平成２年12月まで）
２年９月	 科学技術庁防災科学技術研究所客員研究官（平成３年３月まで，平成４年１月～３月）
５年６月	 静岡県地震防災センター運営協議会委員（平成６年６月まで）
５年12月	 第８回地殻変動国際シンポジウム（神戸市）実行委員会委員
７年９月	 1995年度日本地震学会秋季大会（静岡市）実行委員長
８年９月	 重力・ジオイドおよび海洋測地学国際シンポジウム1996（東京都）組織委員会委員
９年８月	 「GPS気象学分科会」委員（㈶日本気象協会，平成14年３月まで）
９年８月	 日本学術会議測地学研究連絡委員会重力・ジオイド小委員会委員（平成15年９月まで）
９年10月	 琵琶遺存湖の第四紀古気候，地殻変形国際研究集会（京都市）組織委員会委員
10年４月	 財団法人静岡県防災情報研究所評議員（平成11年３月まで）
11年４月	 財団法人静岡総合研究機構外部研究員（平成15年３月まで）
11年10月	 GPS国際シンポジウム1999（つくば市）組織委員
12年４月	 地球惑星科学関連学会合同大会連絡会委員（日本測地学会選出）（平成15年３月まで）
12年６月	 日本測地学会広報委員長（現在に至る）
12年８月	 第14回地球潮汐国際シンポジウム（水沢市）組織委員
12年10月	 日本災害情報学会会員（平成22年３月まで）
12年10月	 日本測地学会第94回講演会（静岡市）実行委員長
13年１月	 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（平成14年12月まで）
13年４月	 独立行政法人大学入試センター教科科目第一委員会委員（地学，平成15年３月まで）
15年４月	 総合地球環境学研究所共同研究員（平成19年３月まで）
15年８月	 日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（平成17年７月まで）



［ ］18

15年８月	 日本学術会議地球物理学研究連絡委員会測地分科会重力・ジオイド小委員会委員（平成17年
７月まで）

16年５月	 国土交通省国土地理院研究評価委員会委員（現在に至る）
16年12月	 日仏自然災害ワークショップGeoHazards	2004（静岡市）実行委員
17年３月	 日本測量協会建設技術証明事業の「GNSS測量システム」技術審査証明委員会委員（平成17

年５月まで）
19年４月	 日本地球惑星科学連合教育問題検討委員（現在に至る）
19年６月	 NPO法人災害・医療・町づくり理事（現在に至る）
20年３月	 静岡県総合計画審議会委員（現在に至る）
20年５月	 NPO法人人形劇プロジェクト「稲むらの火」理事（現在に至る）
20年８月	 静岡県総合計画審議会県民生活部会委員（平成22年３月まで）
21年４月	 第１回「震災対策技術展／自然災害対策技術展」静岡実行委員長
21年７月	 静岡県建設部富士山富士宮口落石対策検討委員会委員長（平成22年３月まで）
22年４月	 国土交通省国土地理院研究評価委員会測地分科会主査（現在に至る）
23年３月	 技術士第二次試験試験委員（応用理学部門，地球物理及び地球化学）（平成25年２月まで）
23年10月	 2011年度日本地震学会秋季大会（静岡市）実行委員長
25年２月	 神奈川県温泉地学研究所外部評価委員会委員
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